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※Information and Communication Technologyの略で、
IT（Information Technology）に代わる国際的概念として
日本でも定着しつつある呼称です
（総務省においては、従来の「IT」から 「ICT」に改称）



インターネットに象徴されるグローバルな

規模の情報通信ネットワークは、

社会構造や経済構造を劇的に変化させています。

IT企業をはじめとした多くの企業は、

ビジネス環境の変化に迅速に対応し、

国際的な競争力を身につけるために、

優れたIT技術者の確保が急務となっています。

しかし、 人材を管理する側の主観や、

自己申告に近い評価制度のもとでの育成や

管理・活用していく方法論には、 限界が見えています。

アイテックの人材育成は、 一人一人の「技術力」「経験力」、

そして「人間力」を可視化させ、 客観的な評価のもと、

適切な教育を実施し、 管理・活用。

そして能力を最大限に高めた人材こそが、

強固な企業力を実現させていくと考えています。

基礎教育から生涯教育まで統合的な教育サービスを

いつでも、 どこへでも提供し、

企業の次世代を担う人材育成を実現することを目指して。

人材を”人財”という視点で見つめ、

貴社の人材戦略を成功に導く。

ぜひ私たちアイテックにお任せください。

人材育成をトータルにサポート



アイテックとは

◆ ビジネスミッション

・IT技術者の総合支援企業として国内トップランナーを目指します
・社会の雇用ニーズに合わせたIT技術者のスキルアップ教育を展開します
・経営戦略に見合った研修制度コンサルティングを展開します
・IT技術者の継続的学習支援サービスを展開します
・IT技術教育のみならず社会人、 企業人としての教育支援を展開します
・IT技術者のメンタルセラフィー等総合支援サービスを展開します
・環境変化に適合する新規事業を展開します

◆ 人財創育成をワンストップでトータルに提供します

・企業のニーズをヒアリングし、 教育 状況、問題点を把握します
・問題点を明確化し、 プログラム作成の提案と実施。 担当者との定期的な情報交換を行います
・テストや独自のシステムを用いた評価票の作成、 アンケートの実施等で効果測定をします
・さらなる人材育成 ・ キャリア構築のための新たな目標設定を支援します

◆ 他にないＩＴ教育の実績を生かした、包括的人財創成サービス

・ITスキル標準に準拠した「情報処理試験対策サービス」
・企業の人材ニーズにタイムリーに対応する「人材創成サービス」
・人材の能力を可視化する「ヒューマンキャピタルマネジメントサービス」

◆時代の変化に迅速に対応した、充実のサービス提供

■情報処理技術者試験対策のリーディングカンパニーです
・1983年 （昭和58年） の設立以来、永年に亘る豊富なデータと独自のノウハウを提供。

■7,930団体（90万人以上）を超える導入実績
・情報化社会に応えた各種情報処理技術者試験対策通信教育講座を核に、書籍の出版、
ソフトウェアの開発、各種セミナー、コンサルティングへと幅広く事業を展開しています。

■情報処理技術者試験対策他、豊富な教材とカリキュラム
・各種コースやテスト、書籍やパソコン、携帯電話、セミナー等多種多様なプログラムと学習環境により、
キャリアやニーズ、 ライフスタイルにあった学習を提供します。

■ベテラン講師陣の直接指導
・教材の執筆者はもちろん、様々な分野に精通したベテラン講師を派遣。また、 eﾗｰﾆﾝｸﾞや通信教育などを
ブレンドした研修のアレンジにより、 さらに質の高いサービス提供が可能です。



特長



学習スタイルから探す

◆ 多様な教材とカリキュラムをご用意

各種コースやテスト、書籍やパソコン、携帯電話、セミナー等
お好きな学習環境が選べますので、ご自宅、または、通勤・通学中、
所属先の研修など、ライフスタイルに合わせて学ぶことが可能です。

◆ 安心の学習支援サービス (※書籍、テストは除く)

講師への質問、サービスデスクによるサポート等充実の体制で、

IT系唯一の国家試験突破を応援します。

◆ ベテラン講師陣の直接指導

アイテックなら、個人・企業を問わず、教材の執筆者はもちろん、

情報処理技術者試験に精通したベテラン講師の直接指導を
受けることが可能です。



｜WEBコース ～ 「ｗｅｂ学習+テキスト教材」効率的に ～

学習場所や時間に制約のないテキスト教材と、 Webでの問題演習をブレンドした学習システム。

通信教育に質問・Web採点をプラスすることで受講者は効率的に自分のレベルを把握し、
セルフペースで学習を進めることが可能です。

[対象プログラム：情報処理技術者試験対策、IT基礎教育、PMP]

｜eラーニング ～ 弱点分野を把握し確実に補強 ～

インターネットを利用したオンライン学習により、時間や場所を選ばずに学習できます。

苦手分野や知識が不足している部分を、eﾗｰﾆﾝｸﾞの特性を活かした繰り返し演習等で、

重点的に学習する弱点補強型の教材です。

[対象プログラム：情報処理技術者試験対策、PMP]

｜テスト ～ アイテックだからできる！豊富なテストをご用意。
本試験の作問者も意識するクオリティ ～

段階ごとに目的にあったテストを受験し、実力を確認することで、本試験までに確実にステップアップ。

膨大な過去問題データとノウハウが生み出す問題と詳細な解答解説は、本試験の作問者が意識するほど、

そのクオリティの高さに定評があります。

[対象プログラム：情報処理技術者試験対策（午前レベルチェックテスト・全国統一公開模試）]

｜セミナー

ベテラン講師の細やかな指導と、身につけておきたい知識やスキル、課題や最新動向を考慮して策定された

カリキュラムのもと実施。必要に応じてe-ラーニングや豊富なコンテンツから厳選された教材を併用することも可能です。

[対象プログラム：情報処理技術者試験対策、PMP、入社前/ＩＴ基礎教育、新人研修、階層教育、
その他(ご要望･ご予算に応じてカスタマイズやブレンドも可)]

｜書籍

充実したラインナップと丁寧な解説自慢のアイテックオリジナル出版物。問題集やテキスト、わかりやすさを追求した

基礎シリーズ、ワンランク上の専門書籍などをご用意しています。

[対象プログラム：情報処理技術者試験対策、PMP、ＩＴ基礎教育、ＩＴＩL 他]

学習スタイル



資格から探す –情報処理技術者試験-

◆情報処理技術者試験対策 国家試験 －情報処理技術者試験とは？

情報処理技術者試験は、情報処理の促進に関する法に基づいた、 情報処理に関する

業務を行う人の技術向上を目的に、必要な知識および技能における能力を問う国家試験で、
4 月と 10 月の年 2 回（または 1 回）実施されます。
近年ではアジア各国の同等の資格との相互認証も行われるなど、 グローバル化も進んでおり、
IT業界だけではなく、 ビジネススタンダードとして大変重要な位置を担う資格となっています。

1.企業からの高い評価

・合格者への報奨金制度や、採用の際に考慮する企業など、高い評価を受けています。
・日経ソリューションビジネスが実施したアンケート（2009年版「いる資格、いらない資格」）では、技術職に取らせたい

資格の上位10位中9つを、営業職に取らせたい資格の上位10位中6つを、情報処理技術者試験が占めました。
・社団法人情報サービス産業協会発行の「賃金データ」平成18年度調査によると、回答企業118社中110社が、

少なくとも一つ以上の試験区分に対して一時金又は資格手当を支給しています。

2.時代の変化に対応できる技術者育成

技術が急激に変化し多様化するなかで、幅広い観点から試験問題を出題しており、機種やOSにしばられない幅広い
知識を習得できます。このような人材を育成することは企業競争力の強化にもつながります。

3.質の高い試験

急速に進む情報技術に柔軟に対応し質の高い試験を維持するため、IT現場の第一線で活躍されている専門家や、
大学・研究所など高等教育機関に所属されている専門家約400名からなる試験委員が問題を作成。

4.企業の技術力をアピール

・経済産業省が実施している「システムインテグレータ登録制度（SI 認定）」、「特定システムオペレーション企業等認定
制度（SO 認定）」において、試験の合格者数が企業の技術的能力の審査項目となっています。

・官公庁、地方公共団体の情報システム開発の競争入札参加申請における申請書に、情報処理技術者試験合格者数の
記入や雇用していることが要件の場合もあります。

5.自己のスキルアップ、能力レベルの確認

情報処理技術者のベースとなる情報技術の基本的、専門的知識・技術を評価することで基本のしっかりした応用力の
ある人材を育成するために、入門的な試験から専門的、総合的な技術までを問う試験をキャリアパスとして提示しており、
自己のスキルアップに広く活用されています。
また、すべての試験区分で個人成績の照会や解答例等の情報提供を行っているので、合否だけでなく自己の能力レベルを
確認することができます。

6.国家試験（中小企業診断士、弁理士）の一部免除制度、公務員試験の優遇制度など

・中小企業診断士試験、弁理士試験
・教員採用選考試験において、試験の一部免除を実施する自治体があります。
・警視庁が募集するコンピュータ犯罪捜査官は、応募資格の一つとなっています。

7.学校における優遇制度

入試優遇や単位認定、奨学金給付や入学金免除、授業料減免などの優遇をする学校があります。

8 .厚生労働省 『若年者就職基礎能力支援事業(“YES-プログラム”)』における認定

『基本情報技術者試験』、『ＩＴパスポート試験』及び『初級システムアドミニストレータ試験』が、厚生労働省創設の
“YES-プログラム”の資格試験として認定されています。

※以上、IPAホームページより抜粋



｜情報処理技術者試験対策について

アイテックでは、12区分からなる情報処理技術者試験にチャレンジする皆様に
合格していただくための様々な教材を開発しております。
教材は、「学習期間」、「学習形態」、「学習ポイント」の３点に重点を置き、「講座（通信教育・eラーニング）」、
「テスト・模試」、「セミナー」、「書籍」など豊富なラインナップをご用意、
また、総合コース・速習・免除者コースなど、受験者個々の進捗状況を配慮し、
様々なスタイルに対応できるよう開発、サポートしています。
（※詳細はパンフレット「情報処理技術者試験対策商品ラインナップ」にてご確認ください）

情報処理技術者試験

新試験区分 ※ 旧試験区分 対象者像 共通キャリア・スキルフレームワーク

【IP】

ITパスポート

【AD】
初級システムアドミニストレータ

職業人が共通に備えておくべき情報技術に関する基礎的な知識をもち、情報技術に携わ

る業務に就くか、担当業務に対して情報技術を活用していこうとする者

レベル1

（職業人に共通に求められる基礎知識）
随時

【FE】

基本情報技術者

【FE】

基本情報技術者

高度IT人材となるために必要な基本的知識・技能をもち、実践的な活用能力を身に着けた

者。

レベル2

（基本的知識・技能）
春期 秋期

【AP】

応用情報技術者

【SW】

ソフトウェア技術者

高度IT人材となるために必要な応用的知識・技能をもち、高度ＩＴ人材としての方向性を確

立した者。

レベル3

（応用的知識・技能）
春期 秋期

【AN】

システムアナリスト
秋期

【SD】

上級システムアドミニストレータ

【SA】

システムアーキテクト

【AE】

アプリケーションエンジニア

情報システム・組込みシステムの開発に必要となる要件を定義し、それを実現するための

アーキテクチャを設計し、情報システムについては開発を主導する者。
秋期

【PM】

プロジェクトマネージャ

【PM】

プロジェクトマネージャ

情報システム・組込みシステムの開発プロジェクトの責任者として、計画を作成し、必要人

員や資源の確保、予算、期間、品質の達成についてプロジェクトを遂行する者。
春期

【NW】

ネットワークスペシャリスト

【NW】

テクニカルエンジニアネットワーク

ネットワークに関係する固有技術を活用し、最適な情報システム基盤の設計・構築・運用

において中心的な役割を果たす者。
秋期

【DB】

データベーススペシャリスト

【DB】

テクニカルエンジニアデータベース

データベースに関係する固有技術を活用し、最適な情報システム基盤の設計・構築・運用

について中心的な役割を果たす者。
春期

【ES】

エンベデッドシステムスペシャリスト

【ES】
テクニカルエンジニア
エンベデッドシステム

組込みシステム開発に関する最適なシステム開発基盤の構築や組込みシステムの設計・

構築・製造を主導的に行う者。
春期

【SC】
テクニカルエンジニア

情報セキュリティ
春期 秋期

【SU】
情報セキュリティ
アドミニストレータ

【SM】

ITサービスマネージャ

【SM】
テクニカルエンジニア

システム管理

情報システム全体について、安定稼働を確保し、継続的な改善や品質管理など安全性と

信頼性の高いサービス提供を行う者。
秋期

独

立

【AU】

システム監査技術者

【AU】

システム監査技術者

被監査対象から独立した立場で、情報システムや組込みシステムの関するリスクおよびコ

ントロールを点検、評価、報告し、改善を勧告する者。
春期

※ 試験の対象範囲・レベル感において概ね相当

試験のレベル感において概ね相当するが、出題範囲の一定拡大や技術面の部分的な補完あり

対象は範囲はほぼ同様であるが、現行試験が新試験のレベルを包含

実施時期

レベル4

（高度な知識・技能）

情

報

シ

ス

テ

ム

/

組

込

み

シ

ス

テ

ム

ベ

ン

ダ

側

/

ユ

｜

ザ

側

【SC】

情報セキュリティスペシャリスト

情報セキュリティポリシに準拠したセキュリティ機能の実現の支援や情報システムのセキュ

リティ基盤を整備する者。

企業の経営戦略の実現に向けて、情報技術を活用して基本戦略を策定・提案・推進する

者。

【ST】

ITストラテジスト



◆ PMP®資格について

近年の変化の激しい経済環境においては、企業がより高い生産性や品質管理を求めるようになり、
プロジェクトマネジメント力の向上が企業の繁栄・存続に非常に重要であることが認識されています。
PMP試験とは、プロジェクトマネジメントに関する知識、理解度を測ることを目的とした、
米国PMI（Project Management Institute）が認定する資格試験のことです。
プロジェクトマネジメントについてのスキルを評価する上で、世界中で事実上の標準となっています。

ITシステムの運用や保守を効率的に管理・実践していくための業務ノウハウをまとめた
ベストプラクティス(成功事例)を書籍にしたものです。
1980年代前半に米国政府のOGC（Office of Goverment Commerce）が作成、
現在は、世界各国で情報システムフレームワークの事実上の水準となっており、
世界的業界標準としての地位を確立しています。
ITILをベースとして設定された「ISO20000」は国際規格として広く認知され、注目度はさらに高まっています。

その他、資格から探す – PMP･ITIL･LPIC –

◆ ITIL®資格について

「LPIC」は、NPO法人/Linux技術者認定機関「LPI」（本部：カナダ）が実施している全世界共通・世界最大規模・最高品質の
「Linux技術者認定制度」です。LPIC-1は「サーバ運用管理レベル」、LPIC-2は「ネットワークシステム構築レベル」、LPIC-3は
「エンタープライズシステム構築レベル」のスキルを認定します。
LPICの大きな特長として､以下の3点が挙げられます
1.世界標準資格
LPICは世界共通の国際認定制度です。公正なLinuxスキルの判断基準として国際的に認められています。
世界共通基準で認定を行っており、150カ国以上の方々に受験されています。
2.中立・公正
LPIC はLinuxの技術力を中立公正に判定する試験です。LPICはベンダーやディストリビューションに全く依存せず、常に中立
公正な立場で、より幅広い見地からLinux技術力を評価しています。
3.世界最大規模
LPICは2011年9月末には、全世界で30万人以上が受験し、10万人以上の認定者が生まれています。これはLinux技術者認定
試験では世界最大です。

◆ LPIC(Linux技術者認定試験）について



PMP / ITIL / LPIC 提供サービス例

｜PMP

｜LPIC

■対象者 ： LPICレベル1取得を目指す方／Linuxの基本スキルを習得されたい方
■前提スキル ： PCの基本操作ができる／PCに関する基本知識がある
■学習時間 ： 標準12時間(3か月) ※ログイン期間最長6か月間有効で余裕の学習時間
■学習目標 ： ・全学習コンテンツを受講していること

・確認問題・模擬テストの正答率が70％以上であること
■受講料 ： ¥8,900（税別）
■習得内容 ： LPICレベル１の試験範囲に沿って、Linuxについての基本スキルを身につけることができます
■注意点 ： 本コースは、学習質問対象外、修了証発行対象外のコースとなっております

｜ITIL

商品名 学習スタイル 価格(税別)

PMP(R)試験対策e-BLコース/第５版対応版 ¥35,000+税

PMP(R)試験対策講座 (1日間～) -

PMP(R)試験 合格虎の巻 第５版対応 ¥3,200+税

商品名 学習スタイル 価格(税別)

ITIL 試験対策コース -

オリーブネットITIL ファンデーション(書籍+オンライン演習) ¥9,000+税

ITIL教科書 ¥2,800+税



課題・目的から探す

◆ 入社前教育

●初学者にも優しいカリキュラム
入社後の新人教育プログラムを効率よく進めるためにも、入社前研修（内定者フォロー）
の教材選びやカリキュラム作成は大変重要です。アイテックでは、分野別に学習するカリ
キュラム構成でレベル差に対応。また、段階別のテストで学習到達度をチェックできます
ので、個々のレベルにあった学習プログラムの提供が可能です。

●入社前研修に必要な機能を追加
各種テキストやインターネットを用いたeラーニングにより、ユビキタスな学習環境を提供。
各地域の学生を一同に会さずとも、学習の進捗管理、モチベーション維持、コミュニケー
ションなど必要なツールを追加・開発しました。（ e-BLのみ、オプションを含む）

◆ 新人研修

●「新入社員教育」ならアイテックにおまかせ下さい！

新人研修、情報処理技術者試験対策、その他ヒューマンスキル講座などご要望に応じて

アレンジいたします。

●アイテックの新入社員教育の基本方針
・ITエンジニアリング基礎教育の徹底
・ITエンジニアとして、プロジェクト全容の理解、経験⇒”上流工程”から”下流工程”まで
・ビジネスパーソンとしての“スタンス”、“コミュニケーション”を身につける

◆ 階層教育 ～ 新人から管理者まで ～

各階層に応じ、体系的な教育を提供。スキルとナレッジ、資格取得まであらゆるニーズを
満たす豊富なプログラムからお選びいただけます。

◆ プロジェクトマネジメント
近年、IT企業を中心にプロジェクトマネジメント教育の重要性が高まり、PMP資格保持者も

急速に増えています。 一方、資格保持者は増加しているにも係わらず、プロジェクトの失敗は、
期待通り減っていないという 現実もあります。
資格はあくまでも知識の習得にすぎません。優秀なプロジェクトマネジャーの育成に必要なことは、
パーソナルスキル（人間力）や実践力、そして組織の成熟度が大きく影響してきます。
アイテックでは、プロジェクトマネジャーに留まることなく、トップからメンバーに至るまで、組織とそこに
属する個々の成長を双方に促すプログラムをセミナー、eラーニング、書籍などからニーズに応じて
ブレンディングしてご提供いたします。



入社前教育/新人研修 提供サービス例

｜入社前教育 ｜新人研修



階層教育 提供サービス例

｜階層教育



プロジェクトマネジメント 提供サービス一例

｜プロジェクトマネジメント



アイテックでは高校・大学・専門学校など、教育機関向けのサービスを多数ご用意。

企業評価の高い“情報処理技術者試験対策”を中心に、
様々な分野のスキルアッププログラムやナレッジの提供などを通じて、
次世代を担う人材育成教育をバックアップします。

教育機関の皆様

■紙による方式の試験と比べ、CBTでは次のような特徴があります。
１：受験機会の増加
・随時、試験を実施します。
・都合の良い試験日・会場を選択して受験できます。
２：学習計画の立てやすさ
・個人では、学習目標に合わせて受験計画が立てやすくなります。
・企業教育機関では、研修や講座などのスケジュールに合わせて受験計画が立てやすくなります。
３：申込みから結果の確認までの迅速化
・申込みから受験までの期間が大幅に短縮されます。
・受験後、速やかに試験結果を確認することができます。

◆ 社会人共通に求められるIT知識の習得ならITパスポート資格。



｜雇用改善（安定）や能力開発、労働環境改善のために

雇用調整助成金制度は、厳しい経済状況下で労働者の失業予防、雇用安定を目的としており、

休業・出向時の費用、教育訓練費用の一部を国が補助するものです。

特に、雇用維持に尽力している中小企業を手厚く助成する制度となっており、

教育を実施する場合の補助についても、大企業と比べ多く支給されます。

企業を支える土台である人財への投資サポートであり、

企業価値、組織力を高める最良の手段として利用できる制度です。

厳しさが予測される景気見通しではございますが、このような時期だからこそ実施できる

人材育成のチャンスと捉え、本制度の利用を前提とした弊社教育サービスをご検討いただければ

幸いに存じます。

｜雇用と会社を守る！ 返済不要の助成金利用

■事業内教育用（貴社社内講師＋セミナー教材＋e-BLコース）

学習教材（研修教材）と申請時に必要なカリキュラム（案）などをご提供します。

■事業外教育用（オープンセミナー＋e-BLコース。21日間）

■ご提供サービスの一例

・ 情報処理技術者試験対策 委託訓練オープンコース

・ 情報処理技術者試験対策 事業所内訓練用教材

・ C言語・JAVA開発演習教材キット 事業所内訓練用教材

・ 申請書類作成サポート（オプション）

雇用調整助成金制度のご利用について



｜ベトナムでのIT人材育成と人材層の拡大を目指して

ベトナムでは現在、日系IT企業の現地法人設立が相次ぎ、現地ソフトウェア企業も日系企業のオフショア受
託が増加しています。一方で、ベトナムでは高度IT技術者が慢性的に不足しており、ベトナムの情報通信省
は、2020年までにIT人材を100万人に増加させる計画を掲げています。

そのような状況下、日本で30年以上IT人材育成に携わり、採用団体約7,930社、総受講者数約90万人の実
績とノウハウを活かして、ベトナムで人材・教育関連事業を展開するためにITEC VIETNAM CO.,LTDを設立
しました。

日本の情報処理推進機構（IPA）やベトナム科学技術省傘下の試験実施団体であるVITEC（Vietnam 

Training Examination Center）と連携し、アジア共通統一試験である情報処理技術者（ITPEC）試験の普及
を通じて高度IT技術者育成を進めるとともに、試験合格者を日系IT企業中心に紹介する人材紹介サービスを
展開していきます。

■ ベトナムとの相互認証：

• 2000年10月に開催されたASEAN＋日・中・韓経済閣僚会合において、平沼通商産業大臣（当時）が「アジア
ITスキル標準共通化イニシアティブ」を提唱し、採択される。

• 50年以上にわたる日本の情報処理技術者試験の経験・ノウハウを活かし、アジア地域でIT技術者 を対象と
する試験制度を創設し、「情報処理技術者スキル標準ベースでの相互認証を通じてアジア 各国のIT人材育
成を支援し、 IT人材の流動性の向上・有効活用を図るという施策である。

■ VITEC (Vietnam Training and Examination Center) 

ベトナムでの情報処理技術者試験の実 施団体で、 Hoalac Hightech Parkに配置。試験の品質レベルは日
本政府との相互認証で認められ、資格取得者の客観的な能力評価の判断基準となる。年間に2回、4月と10
月に実施。試験会場は、ハノイ、ホーチミン、シティ、ダナン、カントー、フェーの各都市で実施している。

2006年4月より、アジア6ヵ国において、共通統一試験の実施。各国共通でITPECの旗の下、知名度向上に
努め、真のアジア共通資格としてその存在を強調し普及を推進する団体である。

｜会社概要

■商号 ITEC VIETNAM CO.,LTD

■設立 2014年8月6日

■代表者 大沼 清人

■資本金 250,000USD （5,259,000,000VND）

■事業概要

ベトナム国の重点産業分野として位置付けられているＩＴ業界において、フォーバルグループのアイテックベ

トナムは、高度IT技術者育成及び人材紹介サービスを展開していきます。

1 科学技術省傘下のVITECと連携し、情報処理技術者合格者の創出及びフォーバルベトナムと連携した人

材紹介事業

2 日系オフショアビジネスに必要な、IT日本語・IT技術（資格対策）

・ブリッジSE等の教育コンサルティング

3 日越を跨いだグローバルSE人材紹介コンサルティング

■所在地

本社： Room2003, 20F Capital Tower, 109 Tran Hung Dao str., Hoan Kiem dist., Ha Noi, Viet Nam

TEL ： +84-4-3942-2620 (代)  FAX： +84-4-3941-6328

ベトナムにおける
高度 IT 技術者育成及び人材紹介サービス



会社概要

■採用団体 約7,930 団体

■総受講者数 約90万人

■主要取引先

・東芝ソリューション株式会社

・東芝テック株式会社

・ドコモ･システムズ株式会社

・株式会社トーハン

・ニッセイ情報テクノロジー株式会社

・日本アイ･ビー･エム人財ソリューション株式会社

・日本出版販売株式会社
・日本政策金融公庫

・日本電気株式会社

・日本電気通信システム株式会社
・株式会社日本マンパワー

・日本ユニシス株式
・株式会社日立インフォメーションアカデミー

・株式会社日立国際電気

・株式会社日立産業制御ソリューションズ

・株式会社日立ソリューションズ

・株式会社日立ハイシステム21 

・株式会社富士ゼロックス総合教育研究所

・富士通エフ･オー･エム株式会社

・株式会社富士通マーケティング

・株式会社富士通ラーニングメディア
・法務省

・みずほ情報総研株式会社

・三菱UFJインフォメーションテクノロジー株式会社

・三菱総研DCS株式会社

・三菱電機インフォメーションシステムズ株式会社

・明治安田システム･テクノロジー株式会社
・ヤフー株式会社

・株式会社リクルート

等

（50音順・敬称略）

・AGS株式会社

・SCSK株式会社

・CTCシステムマネジメント株式会社

・株式会社JSOL

・KDDI株式会社

・NECエンジニアリング株式会社

・NECソリューションイノベータ株式会社

・NECマネジメントパートナー株式会社

・株式会社NHKメディアテクノロジー

・株式会社NSD

・株式会社NTTデータアイ

・株式会社NTTデータユニバーシティ

・NTTラーニングシステムズ株式会社

・TIS株式会社
・株式会社VSN

・伊藤忠テクノソリューションズ株式会社

・株式会社インテリジェンス

・エヌ･ティ･ティ･コムウェア株式会社

・株式会社オージス総研

・株式会社OKIソフトウェア

・関西電力株式会社

・関電システムソリューションズ株式会社

・九電ビジネスソリューションズ株式会社

・国税庁

・株式会社さくらケーシーエス

・株式会社ジェイアール東日本情報システム

・独立行政法人 情報処理推進機構

・新日鉄住金ソリューションズ株式会社

・第一生命情報システム株式会社
・株式会社大和総研
・東京電力株式会社
・東芝インフォメーションシステムズ株式会社

■商号 株式会社アイテック

■設立 平成25年 9月

■沿革 昭和58年 5月 ： 「株式会社情報処理技術者教育センター」を設立
平成 3年 1月 ： 「株式会社アイテック」へ商号変更
平成17年 6月 ： 「株式会社キューブシー」が営業譲渡によりIT教育事業を継承し

商号変更後「株式会社アイテック」として事業開始
平成25年 9月 ： 新設分割により、新設会社に「アイテック」の商号及び事業を承継
平成25年10月 ：「株式会社フォーバル（JASDAQ上場，証券コード「8275」）」の連結子会社として事業開始

※「株式会社フォーバル（証券コード「8275」）」は平成26年10月2日、東証二部から同市
場一部に指定

平成26年 8月 ：ベトナムに人材・教育関連の現地法人「アイテックベトナム」を開設

■資本金 10,000,000円

■代表者 代表取締役社長 土元 克則

■事業概要 情報処理技術者試験対策を中心としたIT教育サービスの提供、通信教育事業、書籍の出版・販売事業、企
業向け社員研修事業

■所在地 ・本 社 〒108-0074 東京都港区高輪2-18-10 高輪泉岳寺駅前ビル4階
TEL：03-6824-9010 (代)  FAX：03-5795-0231

・西日本支社 〒530-0001 大阪府大阪市西区西本町1-4-1  オリックス本町ビル15階
TEL：06-6535-7420  FAX：06-6535-7421



株式会社アイテック www.itec.co.jp
〒108-0074 東京都港区高輪2-18-10高輪泉岳寺駅前ビル4階 TEL.03-6824-9010 FAX.03-5795-0231

〒530-0001 大阪府大阪市西区西本町1-4-1 オリックス本町ビル15階 TEL.06-6535-7420 FAX.06-6535-7421

Ver.7

お申し込み

http://www.itec.jp/shop/

＜法人向けお申込サイトについて＞

https://www.itec.co.jp/contact/

または

TEL: 03-6824-9001

（月~金 10:00～17：00 担当：サービスデスク）

お問い合せ

・アイテックのご提供商品が簡単、迅速にご購入いただけます
・見積書の出力や見積書からのご購入が可能です
・過去の購入履歴がご参照いただけます
・一度請求・納入先などをご登録いただけますと、繰り返しご利用いただけます
・受講者情報を一括登録できるCSVアップロード機能が搭載されております
・お申込毎に必要だった、社印の押印が不要です
・弊社導入法人様限定のECサイトです (予めご登録が必要です)
・3,000円以上 (税込)ご購入の場合、送料無料
・ご利用をご検討されるお客様はお問合せください


